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辺縁性歯周炎の発症と進行に，プラーク (dental plaque) ，特に歯肉溝プラークが重要な病図的役












させるマイトジェン作用を示し， (2)，ヒト補体系を古典および別経路によって活性化するなど in vi. 





以上の実験成績を基礎にして A. viscosus および A. naeslundii の CW の生物学的諸活性の検定に
研究を進めた。すなわち， A. viscosus ATCC 15987 ， 15988 台よび 19246 株，ならびに A.nαeslund­
i ATCC 12104 および同ヒト臨床分離株から精製CW を分離し，まずその化学的性状を調べた。こ
れらの精製CW は， Schleifer と】(andler が報告しているように，ペプチドグリカンを構成するアミ
ノ酸として，リジンとオルニチンの二種類の二塩基性アミノ酸をほぼ等モル含む点が特徴的であhった。
なおATCC 15987 株CW の酵素による溶解物から上記両アミノ酸を含む単一のペプチドサブユニット
を分離し得たので，オルニチンが本菌CW の本質的な成分でないとした Reed らの結論は妥当性を欠
くと考えられる。なお非ペプチドグリカン部の構成成分として，相当量のメチルペントースとヘキリ
ース，小量の有機リンが検出された。
生物学的諸活性については， (1)，モルモットの胸腺リンパ球に対し， ATCC 15987 株を除く供試
標品が，チミジンの取り込みを高めること，さらに BALB/c ， ICR およびC57BL/6J マウスの胸腺




た(3)， CW のエンド-N- アセチルムラミダーゼ (M-1 酵素)による溶解物が，内毒素様リポ多糖と同















山上紘志君の研究は，辺縁性歯周炎の発症と進行に関連の深い歯垢ならびに Actinomyces viscosus 
? ??ヮ“
や Actinomyces naes lundii の細胞壁が，補体系の活性化，リンパ球へのマイトジェン作用，細胞性
過敏症の惹起および抗体媒介性過敏症の強化を介して，それらが局在する部位に，種々な病理作用を
発揮する可能性があることを明らかにしたものである。
したがってこの論文は，実体的に不明な点が多く仮説のみ多い歯周病の病因論に大きな示唆を与え
るものであり，歯学博士の学位請求に十分値する優れたものと認められる。
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